
麦星「アークトゥルス」 
  うしかい座

ざ

の一等星「ア

ークトゥルス」は、黄色とオ

レンジ色の中間の「小麦

色」といった感じの色合い

に見えます。 そのため、

瀬戸内
せ と う ち

地方や静岡
しずおか

県あた

りでは「麦星」と呼
よ

ばれる

ことがありました。 今で

は、プラネタリウムでもスピ

カ（真珠
しんじゅ

星）との対比
た い ひ

で

「麦星」と紹介
しょうかい

することも多

く、かなり有名になってきま

した。 一方、アークトゥルス（Arcturus）とはギリシャ語で「クマの番人」という意味とされて

います。 

１７１８年ハリー彗星
すいせい

の研究で有名なイギリスのエドモンド・ハリーは、昔の星の位置
い ち

の

記録
き ろ く

を調べるうち、この星が大きく動いていることに気が付
つ

きます。 当時は、「星座を作る星

（恒星
こうせい

）のお互
たが

いの位置
い ち

関係
かんけい

は時間が経
た

っても変
か

わらない。」と思われていましたので、これ

は大きな発見でもありました。 詳
くわ

しく調べると、全ての星は目に見えないほどわずかずつで

すが、勝手気ままに動いています。 この動きは「固有
こ ゆ う

運動」と名づけられました。 

アークトゥルスは 5万年前には、おおぐま座のすぐ近くにあったので、クマに関連
かんれん

した名が

つけられたとする説
せつ

がありますが、これはさすがに無理
む り

がありそうです。 

                                        ２０２１年５月２９日記 （解説員
かいせついん

：田部
た べ

 一志
い っ し

） 

5 万年前のアークトゥルスと北斗七星。現在アークトゥルスはうしかい座の足にあり

ますが、頭の上に飛び出しています。 

 ギャラクシティのプラネタリウム（メディアグローブ SE）で再現 

アークトゥルス 

北斗七星 

うしかい座 


